～～第７５７０回～～

冬期研修会

～Ｈ２６．１２．２１～
私は平成24年11月に静岡市に赴任したが、せっかく静岡市に居るのだからと、平成26年1月19日（日）に静岡駅から富士山に向かって歩き始めた。日本平を越えて清水駅まで歩き、静岡駅まで電車で戻って近くの居酒屋で飲んでいる時に副会長の山崎さんに偶然出会い、すぐに入会させて頂いた。一期一会の出会いであった。その後、富士山山頂へは歩き繋いで須山口登山歩道を登って目標を達成した。会では初級登山教室、夏山安全登山教室、中級Ａ登山教室、今回の冬期研修会と参加させて頂いたが、教本では伝わらない実地の知識を身に付けさせて頂いたと思う。さて、今回の冬期研修は初心者の私は緊張と不安で一杯であった。事前に岩崎元郎著の「今そこにある山の危険」等を読み、初めての雪山に備えて、水分で発熱する「ミズノ・ブレスサーモ」の下着や靴下、ファン付きのゴーグルも準備して参加した。当日は快晴で風も無くて暖かく事前の準備も徒労に終わったが、危険予知とはそういうもので安全に終わればそれでいいのだと思った。10時過ぎに水ヶ塚から須山口登山歩道を登り始めた。夏に富士山に登った道である。一合五勺から須山口下山歩道へトラバースして14時過ぎに水ヶ塚へ下山した。出発前と途中で会長からアイゼンの装着や歩き方などの細かな講習があったが、前日の雨で登山道は雪が凍結していて数人が転倒した。私は前に出した足に体重移動して進むことと２本のストックによる三点支持で歩くことで転倒することはなかった。あえて凍結した所を歩いて歩き方の訓練も行った。研修会はとても有意義であったし研修会後は忘年会にも参加させて頂いて充実した１日であった。
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